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2 分量は原書（英語）で約 330 頁、訳書で 560 頁に及ぶ。
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ン（1924 年- 2000 年）と共に「再生産」の理論家と見なされることも少なくなかっ
た。
7 こうした時代の「空気」を象徴的に捉えた書籍で、社会学者にもしばしば引用






























9 たとえば、『ディスタンクシオン』の訳書、第一巻巻末（Bourdieu 1979=1990 :
481-488）にある「《調査票》」を参照。
































































ト）である。彼・彼女らは CRESC（Centre for Research on Socio-Cultural
Change）という研究グループを主導しており、その中でも代表的な役割

















































『文化・階級・卓越化』を読む（森田・相澤） 111（ 111 ）
目次
序論
第 1 部 分析の位置付け
第 1 章 『ディスタンクシオン』以後の文化
第 2 章 文化資本の調査に向けて
――理論と方法に関するいくつかの問い
第 2 部 嗜好・実践・個人のマッピング
第 3 章 イギリスの文化的趣味と関与のマッピング
第 4 章 文化マップのなかの諸個人
第 3 部 文化界と文化資本の構成
第 5 章 音楽界の緊張関係
第 6 章 人気と稀有と――読むことの界に関する探究
第 7 章 視覚芸術の社会学的カンバス
第 8 章 卓越化の対照的なダイナミクス――メディア領域
第 9 章 文化資本と身体
第 4 部 卓越化の社会的次元
第 10 章 中産階級の文化形成
第 11 章 文化と労働者階級
第 12 章 ジェンダーと文化資本




理論的枠組みを説明した第 1 部の議論から 1 章（本稿 2 節）と 2 章（同 3
節）を取り上げるとともに、方法論について説明した第 2 部から 3 章と 4























































































































































































































































しなければならない」（高根 1979 : 39）という考え方を、カリフォルニ
ア大学バークレー校の社会学部の学風と合わせながら説明している。
このように通常の社会科学の入門授業では、社会科学における調査で目
























































































たエスニック・ブースト・サンプルの 227 名の合計 1,791 名が対象になっ
ている。この質問紙設計に関しては、イギリスの国立社会調査センターの
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「関与」（行動の側面：する／しない。する場合はその頻度で数値化）と「嗜
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［付記］
本稿は、2016 年度中京大学特定研究助成「現代日本社会における差異
化原理を解明するための社会調査モジュールの開発と応用」（研究代表
者：森田次朗、研究連携者：相澤真一）の成果の一部である。本稿の執筆
は、相澤が全体の構想と草稿を作成し、その後、森田による全体にわたる
大幅な加筆を経た後、双方で内容を確認した。なお、本論文の執筆に当たっ
ては、高田佳輔氏と堀兼大朗氏（ともに中京大学）、越田有咲氏（名古屋
大学大学院生）、由井智也氏（中京大学現代社会学部学生）のご協力を賜っ
た。記して感謝の意を申し上げたい。最後に、本稿に関する文責は筆者た
ち（森田・相澤）にある。
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